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平 成 ２１ 年 度 決 算 報 告 書

地方自治法第２３３条第５項の規定に基づき、平成２１年度に

おける主要な施策の成果を次のとおり報告します。

平成２２年９月

取手市長 藤 井 信 吾
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財 政 状 況

第１ 国の予算

現下の厳しい経済状況下にあっても、国の財政事情の現状、更には今後一層の高齢

化の進展が見込まれることに鑑み、国民生活と日本経済を守る観点から、「当面は景

気対策」、「中期的には財政再建」、「中長期的には改革による経済成長」の３段階で経

済財政政策を進める。

このため平成２１年度予算は、引き続き「基本方針２００６」等に基づき、歳出全

般にわたる徹底した見直しを行い、歳出の抑制を図る一方、成長力の強化・低炭素社

会の構築・安心できる社会保障・質の高い国民生活の構築など真に必要なニーズに対

しては、重要課題推進枠の活用などにより予算の重点配分を行う。

このような方針に基づいて編成された平成２１年度の一般会計当初予算の規模は、

８８兆５，４８０億円で前年度比５兆４，８６６億円（６．６％）の増加となった。

第２ 地方財政対策

平成２１年度の地方財政については、景気後退等に伴い地方税収入や地方交付税の

原資となる国税収入が急激に落ち込む中で、社会保障費関係経費の自然増や公債費が

高い水準で推移すること等により、財源不足が大幅に拡大するものと見込まれた。

このため、安定的な財政運営に必要な地方交付税及び一般財源の総額を確保するこ

とを基本として、「基本方針２００６」等に沿って、国の取り組みと歩調を合わせて

人件費、投資的経費及び一般行政経費の各分野にわたり抑制を図ることとする一方、

極めて厳しい財政運営を強いられている地方の切実な声を踏まえた地方交付税の増

額と地方六団体の要望を踏まえた地方財政計画の歳入歳出の適切な積み上げに取り

組むこととし、地方交付税を１兆円増額することとした。

このような方針に沿って講じることとした地方財政の規模は８２兆５，５５７億円

で、前年度比８，４５７億円（１．０％）の減となった。

第３ 市の予算編成等

平成２１年度予算編成は、世界的な金融危機により市内企業は年間業績の下方修正

に見舞われ、市の法人市民税は大幅な減収になる深刻な状況となったため、「過度に

法人市民税に依存しない財政構造への転換に向けて」として持続可能な財政構造に改

革していくことをいち早く宣言し、「財政運営緊急対応指針」に基づいた事務事業の

見直しや、人件費の抑制など、歳出全般にわたる徹底した見直しを行いながら、必要

性と妥当性の視点から優先順位をつけて事業の選定を行った。

予算配分の重点化にあたっては、安全で安心して住める街づくりを進めるため、小

中学校の耐震化及び雨水排水対策事業を実施して被害の軽減を図る取り組み、また、

街の活性化を図るため、ゆめみ野地区の区画整理事業などを優先的に予算配分した。
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第４ 決算の状況等

一般会計の決算状況は、歳入予算額３８８億２，２００万８千円に対し決算額は、

３７０億９９０万２千円で、予算額に対する決算額の比率は９５．３３％となるが、

市債借換分１８億６，４６０万円を差し引いた実質的な歳入予算額は、３６９億５，

７４０万８千円に対し決算額は３５１億４，５３０万２千円で、実質的な予算額に対

する決算額の比率は９５．１０％となった。

歳出においては、決算額３６１億８，３３２万２千円で９３．２０％となるが、市

債借換分１８億６，４６０万円を差し引いた実質的な決算額は、３４３億１，８７２

万２千円で９２．８６％となった。

全ての会計を合計した決算状況は、歳入予算額５８５億８，３６６万２千円に対し

決算額は５６４億１，７２１万９千円で、予算額に対する決算額の比率は９６．３０％

となるが、市債借換分１８億６，４６０万円を差し引いた実質的な歳入予算額は５６

７億１，９０６万２千円に対し決算額は５４５億５，２６１万９千円で、実質的な予

算額に対する決算額の比率は９６．１８％となった。

歳出においては、決算額５５５億１，９３２万４千円で９４．７７％となるが、市

債借換分１８億６，４６０万円を差し引いた実質的な決算額は、５３６億５，４７２

万４千円で、実質的な予算額に対する決算額の比率は９４．６０％となった。



（単位：円、％）

予算額に対する 予算額に対する

決算額との比較 決算額との比率

歳 入 38,822,008,000 37,009,901,799 1,812,106,201 95.33

内、市債借換分を除く
（1,864,600,000）

36,957,408,000 35,145,301,799 1,812,106,201 95.10

一 般 会 計 歳 出 38,822,008,000 36,183,321,676 2,638,686,324 93.20

内、市債借換分を除く
（1,864,600,000）

36,957,408,000 34,318,721,676 2,638,686,324 92.86

歳 入 歳 出 差 引 額 － 826,580,123 継続費逓時繰越額及び
繰越明許費繰越額

62,476,000

翌年度繰越金 764,104,123

歳 入 525,822,000 486,088,103 39,733,897 92.44

歳 出 525,822,000 472,841,860 52,980,140 89.92

歳 入 歳 出 差 引 額 － 13,246,243 翌年度繰越金 13,246,243

歳 入 88,260,000 76,867,670 11,392,330 87.09

歳 出 88,260,000 76,867,670 11,392,330 87.09

歳 入 歳 出 差 引 額 － 0 翌年度繰越金 0

歳 入 11,512,938,000 11,345,242,769 167,695,231 98.54

歳 出 11,512,938,000 11,382,439,890 130,498,110 98.87

歳 入 歳 出 差 引 額 － △ 37,197,121 翌年度繰越金 △ 37,197,121

歳 入 30,756,000 31,338,087 △ 582,087 101.89

老 人 保 健 特 別 会 計 歳 出 30,756,000 30,189,465 566,535 98.16

歳 入 歳 出 差 引 額 － 1,148,622 翌年度繰越金 1,148,622

歳 入 1,455,903,000 1,447,219,940 8,683,060 99.40

後期高齢者医療特別会計 歳 出 1,455,903,000 1,435,047,401 20,855,599 98.57

歳 入 歳 出 差 引 額 － 12,172,539 翌年度繰越金 12,172,539

歳 入 4,850,996,000 4,721,040,717 129,955,283 97.32

介 護 保 険 特 別 会 計 歳 出 4,850,996,000 4,670,189,749 180,806,251 96.27

歳 入 歳 出 差 引 額 － 50,850,968 翌年度繰越金 50,850,968

歳 入 12,319,000 12,358,044 △ 39,044 100.32

介護サービス特別会計 歳 出 12,319,000 11,015,673 1,303,327 89.42

歳 入 歳 出 差 引 額 － 1,342,371 翌年度繰越金 1,342,371

歳 入 1,283,774,000 1,286,234,952 △ 2,460,952 100.19

競 輪 事 業 特 別 会 計 歳 出 1,283,774,000 1,256,903,580 26,870,420 97.91

歳 入 歳 出 差 引 額 － 29,331,372 翌年度繰越金 29,331,372

歳 入 886,000 926,463 △ 40,463 104.57

歳 出 886,000 506,681 379,319 57.19

歳 入 歳 出 差 引 額 － 419,782 翌年度繰越金 419,782

歳 入 58,583,662,000 56,417,218,544 2,166,443,456 96.30

内、市債借換分を除く
（1,864,600,000）

56,719,062,000 54,552,618,544 2,166,443,456 96.18

合 計 歳 出 58,583,662,000 55,519,323,645 3,064,338,355 94.77

内、市債借換分を除く
（1,864,600,000）

56,719,062,000 53,654,723,645 3,064,338,355 94.60

歳 入 歳 出 差 引 額 － 897,894,899

取 手 地 方 公 平 委 員 会
特 別 会 計

区 分 予 算 額 決 算 額

平成２１年度取手市会計別決算総括表

用 地 先 行 取 得 事 業
特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 事 業
特 別 会 計

会 計 別

取手駅西口都市整備事業
特 別 会 計
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決 算 の 概 要

１ 予算の状況

当初予算

平成２１年度の一般会計の当初予算は、歳入歳出ともに、３１５億８，０００万円で、平成

２０年度当初予算３４１億３，０００万円に比較し、２５億５，０００万円（７．５％）の減

となるが、平成２０年度の市債借換分５億１，２００万円を差し引いた実質的な予算額との比

較では、２０億３，８００万円（６．１％）の減となった。

特別会計は、９会計で、当初予算額は、１８９億５，８５８万５千円となり、平成２０年度

の１８８億２，７９６万７千円に比較し、１億３，０６１万８千円（０．７％）の減となった。

補正予算

一般会計において１０回、計５０億６，９４４万３千円の増額補正を行い、最終予算額は、

３６６億４，９４４万３千円となった。これを平成２０年度の最終予算額と比較すると、１億

１，０３８万２千円（０．３％）の減となるが、平成２０年度の市債借換分５億１，２００万

円、平成２１年度の市債借換分１８億６，４６０万円をそれぞれ差し引いた実質的な予算額と

の比較では、１４億６，２９８万２千円（４．０％）の減となった。

また、特別会計における補正予算は、４会計で９億７，１０１万７千円を増額補正、取手駅

西口、競輪特別会計で２億９，４０５万円を減額し、最終予算額は、１９６億３，５５５万２

千円、前年対比１２億４，５０８万４千円（６．０％）の減となった。

２ 決算の状況

一 般 会 計

平成２１年度は、世界的な金融危機の影響を受け市内企業は年間業績の下方修正に見舞われ、

これまで経験したことのない規模で法人市民税収入が急激に落ち込む中、「財政運営緊急対応指

針」を策定し、過度に法人市民税に依存しない財政運営を目指していくことを宣言した。

この急激で大幅な減収に対応していくために、必要性と妥当性の視点から優先順位をつけて

事務事業選定を行い、厳しい財源不足の中にあっても、「自治体として必ず実施しなければなら

ない、市民生活に必要な最小限の事業」、「安全で安心して住めるまちづくりを進めるための事

業」、「将来のまちの活性化につながる事業で投資効果が明らかな事業」を推進した。

一方、扶助費等の社会保障関連経費や公共施設の改修経費などの増加が見込まれる中で、慣

例にとらわれることなく、一定の基準を設け、徹底した歳出の見直しに努めた。
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（決算額）

一般会計の歳入歳出決算額（繰越事業を含む。）は、

歳 入 ３７０億９９０万２千円（平成２０年度 ３４９億５，４４７万５千円）

歳 出 ３６１億８，３３２万２千円（平成２０年度 ３４１億７，９０９万１千円）

となり、平成２０年度に比べ歳入で２０億５，５４２万７千円（５．９％）の増、歳出で２

０億４２３万１千円（５．９％）の増となるが、平成２０年度の市債借換分５億１，２００万円、

平成２１年度の市債借換分１８億６，４６０万円を差し引いた実質的な決算額との比較では、

歳 入 ３５１億４，５３０万２千円（平成２０年度 ３４４億４，２４７万５千円）

歳 出 ３４３億１，８７２万２千円（平成２０年度 ３３６億６，７０９万１千円）

となり、平成２０年度に比べ歳入で７億２８２万７千円（２．０％）の増、歳出で６億５，

１６３万１千円（１．９％）増となった。

（決算収支）

一般会計の歳入歳出差引額は、８億２，６５８万円で、このうち平成２２年度へ繰り越すべき財

源６，２４７万６千円（継続費逓次繰越額及び繰越明許費繰越額）を控除した実質収支額は、７億

６，４１０万４千円となった。



（歳 入）

歳入の状況

主な歳入の前年度との比較

市税 15,333,118 18,337,236 △ 3,004,118

地方譲与税 377,324 401,325 △ 24,001

利子割交付金 59,106 75,004 △ 15,898

配当割交付金 19,039 26,044 △ 7,005

株式等譲渡所得割交付金 10,724 11,728 △ 1,004

地方消費税交付金 915,489 873,595 41,894

地方特例交付金 250,459 253,994 △ 3,535

地方交付税 2,547,456 1,746,624 800,832

分担金・負担金 419,231 413,923 5,308

国庫支出金 4,498,278 2,125,264 2,373,014

県支出金 1,451,323 1,407,425 43,898

繰入金 1,944,538 788,390 1,156,148

繰越金 775,384 759,852 15,532

諸収入 1,941,026 1,957,650 △ 16,624

市債 5,937,900 5,084,300 853,600

その他 529,507 692,121 △ 162,614

合計 37,009,902 34,954,475 2,055,427

市債借換分を除く
H21 （1,864,600）
H20 （ 512,000）

35,145,302 34,442,475 702,827

一般財源

平成２１年度の一般会計歳入決算額は、３７０億９９０万２千円で２０年度と
比較すると２０億５，５４２万７千円（５．９％）の増となるが、平成２１年度
市債借換分１８億６，４６０万円、平成２０年度市債借換分５億１，２００万円
をそれぞれ差し引いた実質的な決算額との比較では、平成２０年度に比べ７億２
８２万７千円（２．０％）の増となった。

平成２１年度の一般財源（市税、地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動車取
得税交付金、地方特例交付金、地方交付税、交通安全対策特別交付金）は、１９
６億９，８６０万５千円で平成２０年度の２１９億８，４７０万３千円に比べ、
２２億８，６０９万８千円（１０．４％）の減となった。

一般財源の歳入総額（市債借換分１８億６，４６０万円を除く）に占める割合
は、５６．０％で平成２０年度の６３．８％と比較すると７．８％の減となっ
た。

減収補てん債特例分１４億１，４９０万円と臨時財政対策債１４億８，４４０
万円を加えると、２２５億９，７９０万５千円となり、平成２０年度と比較し、
２３億２４９万８千円（９．２％）の減、一般財源の歳入総額（市債借換分１８
億６，４６０万円を除く）に占める割合は、６４．３％となった。

増減内訳、伸び率は、次表のとおりである。

△ 16.4

△ 6.0

△ 21.2

△ 26.9

2.0

3.1

△ 8.6

4.8

△ 0.8

5.9

伸び率
（％）

（単位：千円）

16.8

△ 23.5

△ 1.4

45.9

1.3

111.7

21年度 20年度 増減

146.6

2.0
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一般財源の決算額の比較

（単位：千円）

市税 15,333,118 18,337,236 △ 3,004,118 △ 16.4

地方譲与税 377,324 401,325 △ 24,001 △ 6.0

利子割交付金 59,106 75,004 △ 15,898 △ 21.2

配当割交付金 19,039 26,044 △ 7,005 △ 26.9

株式等譲渡所得割交付金 10,724 11,728 △ 1,004 △ 8.6

地方消費税交付金 915,489 873,595 41,894 4.8

ゴルフ場利用税交付金 69,655 69,651 4 0.0

自動車取得税交付金 94,999 168,142 △ 73,143 △ 43.5

地方特例交付金 250,459 253,994 △ 3,535 △ 1.4

地方交付税 2,547,456 1,746,624 800,832 45.9

交通安全対策特別交付金 21,236 21,360 △ 124 △ 0.6

小 計 19,698,605 21,984,703 △ 2,286,098 △ 10.4

減収補てん債特例分 1,414,900 1,959,300 △ 544,400 △ 27.8

臨時財政対策債 1,484,400 956,400 528,000 55.2

小 計 2,899,300 2,915,700 △ 16,400 △ 0.6

合 計 22,597,905 24,900,403 △ 2,302,498 △ 9.2

（歳 出）

歳出の状況

目的別歳出

（単位：千円）

議会費 275,702 0.8 281,325 △ 5,623 △ 2.0

総務費 8,007,180 23.3 5,528,567 2,478,613 44.8

民生費 8,710,439 24.1 9,215,181 △ 504,742 △ 5.5

衛生費 1,503,396 4.2 1,575,543 △ 72,147 △ 4.6

農林水産業費 437,574 1.2 455,839 △ 18,265 △ 4.0

商工費 332,403 0.9 319,925 12,478 3.9

土木費 4,465,454 12.3 5,130,365 △ 664,911 △ 13.0

消防費 1,917,301 5.3 1,933,548 △ 16,247 △ 0.8

教育費 3,718,773 10.3 4,223,583 △ 504,810 △ 12.0

災害復旧費 35,956 0.1 23,764 12,192 51.3

公債費 5,824,051 16.1 4,491,041 1,333,010 29.7

諸支出金 955,093 2.6 1,000,410 △ 45,317 △ 4.5

合 計 36,183,322 100.0 34,179,091 2,004,231 5.9

市債借換分を除く
H21 （1,864,600）
H20 （ 512,000）

34,318,722 33,667,091 651,631 1.9

款 名 21年度 伸び率（％）20年度 増減

平成２１年度の一般会計歳出決算額は、３６１億８，３３２万２千円で２０年度と比較
すると２０億４２３万１千円（５．９％）の増となるが、平成２１年度市債借換分１８億
６，４６０万円、２０年度市債借換分５億１，２００万円をそれぞれ差し引いた実質的な
決算額との比較では、平成２０年度に比べ６億５，１６３万１千円（１．９％）増となっ
た。

伸び率（％）款 名 21年度 構成比(%) 20年度 増減
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特別会計の歳入歳出決算額は、次の表のとおりとなった。

（単位：千円）

歳 入 歳 出 差引残高

取手駅西口都市整備事業 486,088 472,842 13,246

76,868 76,868 0

11,345,243 11,382,440 △ 37,197

31,338 30,189 1,149

1,447,220 1,435,047 12,173

4,721,041 4,670,190 50,851

介護サービス 12,358 11,016 1,342

1,286,234 1,256,903 29,331

926 506 420

19,407,316 19,336,001 71,315

名 称

用地先行取得事業

国民健康保険事業

合 計

後期高齢者医療

介護保険

競輪事業

取手地方公平委員会

老人保健
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